
資料１

No 区分 頁・行 内容 対応方針 修正
1 第2章　後期基

本計画
P23

文化芸術活動
のための条件

整備

文化芸術活動のうち、音楽に関する条件整備を整えてほしい。 音楽を鑑賞するためのホールの整
備やコンサート用のグランドピアノの設置の検討をお願いしたい。

当面新たな施設整備は財源的にも困難と見込まれます。
現在りふれにグラントピアノが設置されており、りふれでコンサートを実施しておりま
す。また建設される一体型義務教育学校の体育館も利用できる予定となっております。

修正なし

2 その他 パブコメの募
集の仕方につ

いて

他の計画と同時期の募集となる今回のような場合、閲覧場所は各担当課それぞれではなく、一カ
所で閲覧できるような工夫が欲しい。
総合振興計画は、政策推進課、生涯学習の計画は、教育委員会、
子ども・子育て支援俯仰計画は、りふれと3か所に分かれているのは、町民ファーストとは言い難
い。

今回のように同時期にパブリックコメントを実施する計画がある場合には１箇所で全て
の計画案が閲覧できるよう、各課と連携を図ってまいります。

修正なし

3 その他 計画書概要版
等の作成

パブリックコメントの実施にあたり、今回統一的に「概要」というものが付けられたことを評価
しておく一方、概要という名の抜粋という感が否めず、内容としては、わかりにくい。概要とい
うものは、一枚で全体像がわかるもの
まちづくり会議で提案したキッズ版がなかったことはとても残念です。キッズ版は概要以上に簡
潔にわかりやすく必要最小限の内容を記載することになるので、大人にとってもわかりやすい資
料として参考になると考えます。
また、特に町民の意見を求めたい内容があるのであれば、それを明記することで、時間の余裕が
ない人でも部分的に意見を出すことが可能になるのではないかと思います。

ご意見を踏まえて、全体像を示した概要版を作成し、計画策定時に公表いたします。
まちづくり会議でご提案いただきましたキッズ版については、スケジュールの都合上、
今回は作成を見送りました。次回第４期計画策定時の検討課題とさせていただきます。

修正なし

4 その他 計画書概要版
等の作成

教育に関しては、小中学生も含まれるので、今からでもいいので、キッズ版を作ってもらいた
い。子ども達が自分の町のこれからについて興味を持つことが、ふるさと学の初めの一歩になる
と思います。

まちづくり会議でご提案いただきましたキッズ版については、スケジュールの都合上、
今回は作成を見送りました。次回第４期計画策定時の検討課題とさせていただきます。

修正なし

5 その他 計画書名 生涯学習推進計画というタイトルは、学校教育は含まれず、大人を対象にしたものをイメージす
る人が多いと思うので、計画のタイトルそのものの見直しを提案したい。
例えば、長沼町学校教育及び社会活動推進計画など。

長沼町生涯学習推進条例第第4条生涯学習を総合的かつ計画的に推進するため、長沼町
生涯学習推進計画(以下「推進計画」という。)を策定する。を基に計画を策定しており
ます。ご意見として参考とさせていただきます。

修正なし

今回の計画策定におけるパブリックコメントに関する手続きについて、国のパブリック・コメン
ト制度の目的、根拠を参考に考えてみます。
一般財団法人　地方自治研究機構においても、以下の記述がなされている。
http://www.rilg.or.jp/htdocs/img/reiki/028_administrative_procedure.htm

〇　地方公共団体に関しては、地方公共団体の機関がする処分のうちその根拠となる規定が条例
又は規則に置かれているもの、地方公共団体のする行政指導、地方公共団体の機関に対する届出
のうちその根拠となる規定が条例又は規則に置かれているもの、地方公共団体の機関が命令等を
定める行為に関する手続については、地方自治の尊重を図るため、行政手続法の適用が除外され
ている（３条３項）。したがって、地方公共団体が行う処分であっても、法律（又はそれに基づ
く命令等）に基づくものは、行政手続法の対象になる。一方で、地方公共団体が行う行政指導は
すべて行政手続法の対象外であり、法律に基づく処分に関連する行政指導についても行政手続法
は適用されない。
〇　地方公共団体においても、行政運営における公正の確保と透明性の向上を図ることが必要で
あることは言うまでもなく、行政手続法４６条は、地方公共団体は、この法律の規定の趣旨に
のっとり、必要な措置を講ずるよう努めなければならないとし、地方公共団体の自主的な努力に
より、行政手続の整備が図られることを期待している。

また、隣町の栗山町では、栗山町パブリックコメント手続実施要綱が定められており、広報誌等
への予告などの記載も含まれている。長沼町においてもパブリックコメントが単なる行政手続と
してなされるのではなく、町民の意見をしっかりと検討する期間を十分とったスケジュールで行
われ、年度末の同じようなタイミングで複数の案件が出てくるということなく、年度当初に部局
間でスケジュールの調整を行い必ず広報誌に掲載する（決裁の関係で日程の詳細が決まらない場
合は、例えば、「9月中旬募集予定」等の記載でもよいと思います。ホームページやLine、広報無
線の情報を町民が見ている、聞いていると思わない方がよいと思います。見ているのは、一部の
関心のある人だけです。）
ホームページでの掲載は、例えば北海道庁では、予定も含めて一覧を見ることができます。
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/gkk/publiccomment/185295.html

第３期長沼町生涯学習推進計画後期基本計画(案)に対するパブリックコメント【意見・対応】

意見

その他 パブリックコ
メント実施予
定時期の周知

6 修正なし本町では、現在のところパブリックコメント実施要綱の策定は検討しておりませんが、
年度当初に広報誌や町ホームページで計画策定時期を公表することにつきましては、役
場内で検討を進めてまいります。
なお、パブリックコメントの募集期間及び検討期間は十分確保するよう努めてまいりま
すので、募集時期の重複につきましてはご理解ください。

対応
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意見 対応

7 その他 提出された意
見の取扱方針

国のパブリック・コメント制度の目的、根拠
https://public-comment.e-gov.go.jp/contents/about-public-comment
この中で、「パブリック・コメント手続の流れ」の3項目目として、「意見を考慮」というものが
ある。ここには、「提出された意見を十分に考慮し、反映できるものは意見に基づき案を修正し
ます。案に反映できないものについては反映できない理由を整理します。」と記載されていま
す。なぜわざわざここに引用したかは、12/19のまちづくり会議（りふれで開催）で、町立病院に
関する審議会を傍聴した際に、パブリックコメントが単に「検討する」「参考にする」などと4区
分に仕分けされていて、内容に関して、十分考慮されていたり、反映できない意見に対してその
理由を話し合うこともなく、軽く扱われていたのを傍聴したためである。全ての意見がこのよう
に扱われていることはないと信じたいが、現実として、「検討する」「参考にする」などの意見
が、その後の計画に本当に検討されているのであれば、「この項目に関しては、前回のパブリッ
クコメントから参考にし、現状に合わせて実現可能な形を検討したものである」など、単に期限
内ギリギリのスケジュールでパブリックコメントという行政手続を行うのではなく、町民と行政
の対話の場のひとつと位置付け、意見を考慮する時間的余裕を十分にとって進めてほしい。（今
回は、1/24締め切り、その後のスケジュールについてはどうなっているのか、どこに記載されて
いるかわかりませんでした。）

今回のパブリックコメントでいただいたご意見に関する対応方針や、計画策定までのス
ケジュールについては、いただいたご意見を踏まえ、十分な検討期間を確保しながらよ
り良い計画づくりに努めてまいります。

修正なし

8 その他 町民と行政の対話という点では、今回のように継続する計画等のパブリックコメントについて
は、前回の回答を資料としてわかりやすいところにリンクを貼ったり、前述のように、特に町民
の意見がほしいと感じる部分があれば、ピンポイントで、この項目について特に意見がほしいと
いうものがあれば、全体計画まで目を通すことができなくても、一部でも意見を出すことができ
るかもしれない。なるべく多くの方が町政に興味や危機感を持ち、意見を提出することが理想で
あるが、記名で意見し、審議会資料には実名が記載されているやもしれない中で、意見しにくい
人もいるかと思います。大多数の人は、意見を出さない中で町の施策が決まっていった結果が今
の財政問題であり、強引とも言えるやり方が罷り通る長沼町だと感じる。

今回のパブリックコメントにつきましては、町ホームページ内に「パブリックコメント
実施結果の公表」ページを作成するとともに、必要に応じてリンクを掲載するなど、よ
り分かりやすい情報提供に努めてまいります。

修正なし

9 その他 パブリックコ
メントの進め

方

パブリックコメントのスケジュールとしては、
まずは、パブリックコメントを実施する前にその内容について説明会（オンライン、録画配信
も）をしてほしい。
また、審議会等で計画案が決まる前に、町民に対して、パブリックコメントに対する回答を説明
する場を設けてほしい。自分たちが考えて提出した意見がただ「検討します」と言われるだけで
は、次につながっていかない。他の人がどのように考えて意見を出し、それを行政側がどう捉え
て判断するのか、計画に反映できない原因は何なのかを知りたい。長沼町には、さまざまな経験
を持った人も多く住んでいると思うので、今までと違ったやり方をすることは大変なことかもし
れませんが、なるべく多くの町民を巻き込んで進めてもらいたい。住んでいておもしろい町に
なってほしいし、パブリックコメントに否定的なことばかり意見するのではなく、おもしろい意
見やアイディアが出てきて、そこからまちづくりが始まればいいと思います。

パブリックコメント実施の際の事前説明（説明会、動画配信など）につきましては、計
画案をご理解いただく有効な手段の一つと考えますが、実施の可否、手段等につきまし
ては、今後の検討課題とさせていただきます。
また、パブリックコメントに対する回答（対応方針）につきましては、町民代表で構成
される審議会の場で検討してまいりますので、これに先立って町民向けの説明会を実施
することは考えておりません。ただし、策定委員会の構成（性別、年代、居住地等）に
不均衡が生じないよう十分検討するとともに、より多くの意見を反映できる委員会運営
を目指してまいります。

修正なし

10 その他 計画の進捗管
理

一般に、計画→実行→チェック→改善のサイクルで進められることが多いと思われるが、チェッ
クと改善の部分を明確（毎年行っているなら、それを公開）にし、計画だけ先走っていることの
ないようにしてもらいたい。

第3期長沼町生涯学習推進計画につきましては、3か年を計画期間とする実施計画を策定
し、毎年、各担当部署が施策ごとに実施状況を評価し、生涯学習推進協議会にて報告し
次年度以降の取組内容に反映しております。
実施計画の公表につきましては、今後の検討課題とさせていただきます。

修正なし

11 その他 パブリックコ
メント対象者

の明確化

対象者について
このパブリックコメントの募集対象者は、誰なのか？
町民というのは、住民登録している者に限られるのか？
長沼町内に勤務・通勤している者、長沼町に土地を所有している者なども含まれるのか？

パブリックコメントの募集対象者は、町内に在住、在勤、在学されている方となりま
す。上記の条件に合致すれば、外国籍の方でも意見の提出は可能です。なお、今後パブ
リックコメントを実施する際には、対象者を明記いたします。

修正なし

12 資料編 町民アンケー
ト調査結果

資料編に記載されている町民の意見に対応する計画となっているのか、よくわからない。資料編
に備考として、反映されている場合には、計画案⚪︎ページ「⚪︎⚪︎（施策の内容）」として計画
などと状況を記載することでアンケートに記載する意義を町民が感じられるのではないでしょう
か？行政が進めたい方向の意見だけを取り入れるようでは、アンケートの意味がない。今の表記
では、どう活かされているのか逐一町民側が確認する必要があり、非常にわかりにくい。中学生
でも理解できる資料を作ってほしい。そうでなければ、説明が必要だと思います。

中学生でも理解できる資料（キッズ版）については、スケジュールの都合上、今回は作
成を見送りました。次回第４期計画策定時の検討課題とさせていただきます。

修正なし
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意見 対応

13 資料編 町民アンケー
ト調査結果

長沼町には、公共のフリースペースのようなところがなく、高校生は放課後どこでバス待ちをす
ればよいのだろう？本屋もコンビニもない。カフェに行くにはお金が必要。栗山町のくりふとの
ような施設が商店街の空き店舗や新しい学校ができた後の長沼小学校跡地にあるとよいと思う。
そういう場に誰かが常に集い、何となく話ができたり、「困りごとBOX」があったりするといいと
思います。大きなところである必要はないと感じます。
という意見を提出しました。
後述の32ページ、学習の場の提供のひとつの形として、上記のような場について、どこか利用で
きるところはないでしょうか？
学習の場の提供のひとつの形として、上記のような場について、どこか利用できるところはない
でしょうか？

現在、「都市計画マスタープラン」及び「立地適正化計画」の策定に向けて土地利用の
方向性を検討しているところです。土地・建物の具体的な利用方法については、各計画
の方向性に従って検討を進めることとなりますので、その際の参考とさせていただきま
す。
また、公共のフリースペースといたしましてはりふれや図書館等ございます。

修正なし

14 第1章
基本構想

P3 【第１章 基本構想】の「３ これまでの生涯学習施策の流れ」については、資料として添付する
ことで十分ではないか？
計画のページ数が増えると印刷する際の出力ページも増えるので、最低限の内容とし、長沼町民
憲章や町の花、木、鳥などについても空いているスペースにコラム的に入れることでいいように
思います。

ご意見として参考とさせていただきます。
次期計画に向けて検討して参ります。

修正なし

15 後期基本計画 P32 ３ 学習の場の提供
の中で、地区会館や令和 9 年度開校予定の一体型義務教育学校の施設開放などが掲載されている
が、どの施設も基本的には事前予約が必要であり、例えば高校生がバス待ちをしつつ勉強をした
り、中学生が友達同士で教え合ったりすることができるような場はほとんどない。また、地域住
民と子ども達が交流しながら学べるような機会も場所もないので、小さくてもいいので、地域交
流室のような誰もが自由に出入りできて、飲み物くらい入手できる場があるとよい。「 誰一人と
して取り残さない」ということを考える時、図書館や学校など決められた場ではなく、自由度の
高い場があるということが子どもにとっても大人にとっても重要である。解体中の町民会館のロ
ビーやシルバー人材センターの事務スペースとして利用される前のふれあいターミナルは、バス
を待つ間に宿題をする学生がいたり、それを見守る職員さんが声をかけてくれたり、買い物途中
の高齢の方が立ち寄って雑談したりと理想的な状況でしたが、残念ながら、現状では、狭く
なっってしまい、ただのバス乗り場となってしまった。新しいものは今までのものを犠牲にして
まで本当に必要なのか。

ご意見として参考とさせていただきます。図書館では町民の自主的・自発的な学習活動
を支援するためＷｉｆｉ環境も整備しております。また、ふれあいターミナルにつきま
しては多少手狭になっておりますが今まで同様ご利用いただける状況でございます。

修正なし
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意見 対応

16 第3章
学校教育推進

計画

P38 １ 小中一貫教育の推進
(1) 小中一貫教育の充実
・なぜ小中一貫教育を推進するのかが具体的にわからない。

・小学校と中学校が共に義務教育の一環を形成する学校として、小・中学校の教員が連
携して、義務教育９年間の全体像を把握し，系統性・連続性に配慮した学習指導や生徒
指導に取り組むことにより、教育効果を一層高めるとともに、小・中学校の違いによる
子どもの負担を低減することなどを目指して実践を進めています。

修正なし

・「一人一人の子どもが主語になる授業の日常化」の意味がわからない。 ・これまでは「指導者の視点」で考えられがちであった授業を、これからは、より「学
習者の視点」で考え、「一人一人の子どもが」どのように学びを進めていくのかを一層
重視し、日々の授業を積み重ねていこうという考え方です。

修正なし

・「長沼ふるさと学」で想定している「地域の課題を自分事としてとらえ、探究的な学習の過程
を通じて長沼町から学ぶ」というのは、具体的にどのようなことか？

・学習指導要領では、総合的な学習の時間の探究課題の一つに「伝統と文化など地域や
学校の課題」が例示されており、「長沼ふるさと学」は、長沼について現在を見つめ、
過去を知り、未来の在り方を考える探究的な学習を通じて、長沼に関する理解と愛着を
深めることをねらいとしています。
　また、「探究的な学習の過程」については、自分で課題を立て、情報を集め、整理・
分析して、まとめ・表現するという過程を想定しており、子どもは、その過程を通じて
課題の解決に必要な知識・技能を身に付けていきます。

修正なし

17 第3章
学校教育推進

計画

P38 (2) 一体型義務教育学校の充実
・長沼町一体型義務教育学校の開校を契機として、なぜ義務教育の更なる質の向上と充実が図ら
れるのか？

・長沼町では、小・中学校が連携して「小中一貫教育推進会議」を設置しており、義務
教育９年間を見通した学習指導や生徒指導の充実を目指して、合同会議や合同研修会を
行ってきています。今後、義務教育学校の開校を見据えた小・中学校の学校経営方針の
策定や教育課程の編成、系統性・連続性に配慮した学習指導や生徒指導の計画作成に取
り組むこととしており、こうした取組を通じて本町義務教育の更なる質の向上が図られ
るものと考えています。

修正なし

・今の小学校、中学校で足りていない質とはどのような点と捉えているのか？ ・長沼町の小・中学校においては、法令等の示すところに従い、子どもの人間としての
調和のとれた育成を目指し、子どもの心身の発達の段階や特性及び学校や地域の実態を
十分考慮して教育活動を推進しているところです。また、全国的な調査の結果を踏ま
え、教育活動の検証及び改善を行うなど、カリキュラム・マネジメントの充実に努めて
います。今後、子どもの思考力、判断力、表現力等を育成する指導や、自己有用感を高
める指導などに一層努める必要があると考えています。

修正なし

・教職員の協働体制の充実とあるが、小中一貫の義務教育学校は、基本的に小学校の教員免許と
中学校の教員免許の両方が求められるが、特例的に片方の免許しかない教員でもよいということ
を聞いたように思うが、今後の教職員の転出入や採用にあたり、今までと変わることはあるの
か？

・義務教育学校の教員は、小学校及び中学校教諭の免許状の両方を併有することとされ
るとともに、当分の間は、小学校又は中学校教諭の免許状のどちらかを所有していれ
ば、それぞれ義務教育学校の前期課程又は後期課程の主幹教諭、指導教諭、教諭又は講
師となることができるとされています。今後、この考え方を踏まえ、任命権者である北
海道教育委員会と協議を行っていくことになります。

修正なし

・学校・地域がともに持続可能となる新しい時代にふさわしい「地域とともにある学校づくり」
とあるが、具体的にどのようなことを指すのか？表現が曖昧すぎて、内容が全くわからない。

・「地域とともにある学校」とは、学校に関わる大人同士が目標やビジョンを共有し、
学校と地域がパートナーとして連携・協働しながら学びを展開していく学校のことで
す。
　子どもたちを取り巻く環境や学校が抱える課題は複雑化・多様化しており、それらの
課題の解決や未来を担う子どもたちの豊かな成長のためには、社会総掛かりでの教育の
実現が不可欠であり、この教育を実現する上で、従前の「開かれた学校」から「地域と
ともにある学校」へと転換していくことが重要です。
そのためには、学校と地域の双方で、連携・協働を推進していく組織的・継続的な仕組
みを構築していく必要があり、地域における様々な人材や団体等をつなぐコーディネー
ターを配置することなども求められています。

修正なし

18 第3章
学校教育推進

計画

P39 ２ ＩＣＴ活用による学びの質の向上
・iPadを活用した授業ややり取りは、コロナ禍より急激に進んでいるが、1日の利用時間の目安や
機器を壊した場合の扱いなど明確に示されていないまま利用が進んでいる（示されているのであ
れば、教えてもらいたい）ので、ルール化が必要と感じる。私がデスクワークをしていた時に、
身体が冷え、肩凝りや目の痛みなどの経験があるので、子どもの頃からそのようなものを日常的
に利用することについては、十分健康面での配慮が必要だと感じる。授業で利用した後は、身体
をほぐす運動を取り入れるなど、今後につながる習慣を学生のうちからつけるようにしてもらい
たい。

・学校では、文部科学省が発行した「児童生徒の健康に留意してＩＣＴを活用するため
のガイドブック」を参考に、保健だより等を通じて子どもや保護者への啓発を行うとと
もに、授業を行う際の留意事項について教職員間で共通理解を図るなど、子どもの健康
に留意してＩＣＴを活用するよう努めています。
　また、毀損、紛失・盗難等の取扱いにつきましては、令和２年４月に制定した「長沼
町立学校におけるタブレット端末使用規程」に基づき対応しており、タブレット貸与の
際には、児童生徒の保護者の方に「タブレット端末貸出申請書兼同意書」を学校を通じ
提出していただいております。

修正なし
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資料１

No 区分 頁・行 内容 対応方針 修正

第３期長沼町生涯学習推進計画後期基本計画(案)に対するパブリックコメント【意見・対応】

意見 対応

19 資料編 町民アンケー
ト調査結果

◾️アンケートの自由記述に見られるニーズへの対応について
・習い事、塾などの情報、バスの問題
都会と違い、インターネットなどの情報は少ないので、子ども育成課と教育委員会社会教育課
で、情報提供したらどうでしょうか？
その際、自由記載のところにもありましたが、帰りの「足」が問題になります。せっかく放課後
に有意義な活動ができても、毎回親が迎えに行かなければならないというのは、子どもにとって
も親にとっても疲れてしまいます。
スクールバスやデマンドバスを活用し、より子ども達が自由に安全に活動できる町であってほし
いです。
デマンドバスの運転手さんが運転前に煙草を吸って、車内が煙草くさいという経験は私もありま
す。子どもの健康にも影響するので、指導してほしいものです。
第6期後期総合振興計画（案）の24ページに「交通網の整備」とあるので、都市整備課と連携して
進めていただきたいです。

ご意見ありがとうごじます。各担当課と情報共有し、連携してまいります。
デマンドバスにつきましては、公共交通として利便性を高め利用促進に繋げるべく、ダ
イヤの改正等の検討等を進め、生活交通としての改善を図ってまいります。

修正なし

20 資料編 町民アンケー
ト調査結果

・大人に対しても、現在ホームページに出ている文化協会の情報だけでなく、さまざまな活動が
なされていると思いますので、会場を貸出しているりふれ、税務住民課国保年金係の情報を整理
し、地域おこし協力隊にも協力してもらい、文化・サークル活動の紹介や検索ができるようにす
べき。長沼町だけでなく、近隣市町村や情報誌等との連携や町内の会場から情報提供してもらう
ようにすれば、アンケートにあったような「情報がわからないから活動していない」というよう
な方が多くなることはないのでは？
その際、会場案内やバスでのアクセス案内なども必要だと思います。
とにかく、今は何事も中途半端で役に立たない。

ご意見ありがとうございます。町ホームページなどで活動状況について文化協会等関係
各所と連携し改善に努めてまいります。

修正なし

21 その他 計画の進め方 縦割りで計画を立てるのではなく、長沼町をいかにすればよくなるかという観点で、町長部局や
近隣市町村とも協力して無駄のない行政運営を期待して止まない。

ご意見ありがとうございます。関係各所と連携、情報共有し連携してまいります。 修正なし
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